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令和４年度地方公共団体及び事業者等による食品廃棄ゼロエリア創出の推進モデル事業等



１．事業の目的

• 液体ミルクが災害対策のために世に出てから3年が経つ。地震や
水害等の巨大災害がいつ起こるかわからない中、乳幼児への提供
等に適した液体ミルクの備蓄対応を早急に進める必要がある。

• 一方で、環境省が令和3年度に実施した防災備蓄食品に関する調
査によれば、液体ミルクの備蓄を実施している市区町村は全体の
１割程度にとどまっている。

• 液体ミルクの備蓄が進まない理由を自治体担当者等に確認したと
ころ、自治体の有する倉庫が液体ミルクの保管に適した条件を備
えていないのではないかという懸念が挙げられた。また、液体ミ
ルクの賞味期限は比較的短い一方で、入れ替え時の活用方法が確
立されていないことも課題である。

• そこで本モデル事業においては、液体ミルクの自治体による備蓄
および入れ替え時の活用を進めるため、液体ミルクの保管条件等
に関する検証や、備蓄した液体ミルクを市内施設において活用す
るモデルの検証を実施する。
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２．事業の内容
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実施日時/期間 実施内容 効果検証の方法

①液体ミルクの
自治体(又は福祉
施設)備蓄必要数
量の算定

2022/7～8
富津市

富津市役所防災安全課、製造メーカー（株式

会社明治）へヒアリングを実施。

ヒアリング結果を踏まえ、富津市の人口をも

とに備蓄必要数量を算定し、富津市に提供。

事業終了時に、富津市に提

供した液体ミルクの備蓄量

のうち、リデュースした量

（市内施設で活用した量）

および廃棄した量を算出。

本事業の実施による食品ロ

ス削減量を確認する。

2023/2
ヒアリング

富津市役所防災安全課へのヒアリングにて確

認

②ミルクの保存
性についての試
験を実施

2022/7～2023/2
富津市内倉庫

液体ミルクを富津市内の倉庫６箇所で保管。

設置環境にてセンサーで温度・湿度・照度を

計測・記録。

倉庫内の温度・湿度・照度

を計測し、液体ミルクの備

蓄に推奨される条件に当て

はまるかどうかを確認。

また、備蓄に適した倉庫の

種類を把握。さらに、倉庫

で備蓄した液体ミルクの品

質が利用に問題ないか分析。

8月、10月、2月
日本食品分析セ

ンター

各倉庫で保管した液体ミルクを採取し、実証

期間中3回官能試験を実施し、品質の変化を確
認する。

③備蓄実証エリ
アでのリデュー
スの可能性

2022/10～2023年
2月
富津市（給食セ

ンター、福祉施

設）

市内施設に液体ミルクの希望配布数を確認し、

配布する。市内施設にて液体ミルクを使用し

てもらい、使用後のアンケートを実施。

（配布前に、液体ミルクの使い切りの意思を確認。）

対象施設は市内の学校、福祉施設等（高齢者

施設等）に配布。液体ミルクを活用可能な施

設の範囲を確認。

使用後のアンケート等によ

り、市内施設での液体ミル

クの再利用可能数を把握し、

次年度以降の受け入れ可能

数の集計を行う。



２．事業の内容
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実施日時/期間 実施内容 効果検証の方法

④備蓄実証エリ
アでのリサイク
ルの可能性

2022年8月から2月 日本フードエコロジーセンター経由で全国の

食品リサイクル事業者にヒアリング。

千葉県内の食品リサイクル事業者を訪問し、

※リデュースを前提とするが、賞味期限を超

過するなど、リデュース出来ない場合にもリ

サイクルで活用可能なことを確認。

・千葉県内の食品リサイク

ル工場のうち、液体ミルク

を受け入れ可能な施設を把

握し、実際に備蓄を行った

際のリサイクルの実現可能

性を確認する。

・その他自治体についても、

少なくとも地方単位でリサ

イクル施設の情報を収集。

⑤事業報告によ
る行動変容確認

2023年2月 富津市防災安全課への事業実施後ヒアリング

の実施、及び自治体防災担当者に向けての今

年度事業の情報発信（HP、SNS）を行う。

富津市防災安全課へのヒア

リングで液体ミルク備蓄・

リデュースへの前向きな回

答が得られるかを確認。

自治体担当者については、

メール・SNSで直接情報が
届いた数を集計。実際の意

識変容は今後の課題とする。



ヒアリングの結果等を基に、液体ミルクの必要備蓄量を算定

①液体ミルクの自治体(又は福祉施設)備蓄必要数量の算定

• 富津市（富津市防災安全課）
（2022年7～8月にヒアリング実施）
• 備蓄必要数の根拠をヒアリングによっ
て確認し、求めた必要備蓄数で実証検
証を行う。

• 実証検証の結果も踏まえ運用も含めた
現実的な備蓄数を再検証する。

• 製造メーカー（株式会社明治）
（2022年7～8月にヒアリング実施）
• メーカーが考える備蓄数の算定基準を
確認。

• その他自治体
（2023年2月にアンケート実施予定）
• セミナー申込み時のアンケートで、可
能な範囲で液体ミルクの必要備蓄数量
と根拠等を確認。
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備蓄必要数の算定ヒアリング
・対象人口の算出根拠
（0歳児の人口の半分を利用者と想定な
ど）
・1人あたりの必要量
（1日8食3日分など）
・必要とする備蓄量
・粉ミルクか液体ミルクか併用か

・アンケートにて任意で可能であれば取
得する項目

-入れ替え時の方針
廃棄
リデュース（市内施設での活用）
リサイクル
その他（生活保護世帯への提供等）
未定

-必要数以外に備蓄数に影響する事情
（例）スペース、予算など

利用前 ヒアリング項目



②ミルクの保存性についての試験を実施

• 計測機器として、サン電子「おくだけセンサーロガー」を採用

• 下記6箇所の倉庫に液体ミルクのダンボールと計測機器を1つ設置
• 実証期間中、10分間隔で温度・湿度・照度を計測、記録。
• 実証期間中に3回日本食品分析センターに試料を送付し、官能試験によ
り品質劣化の有無を調査。(サンプル製品と備蓄品の味の違いを採点）
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③備蓄実証エリアでのリデュースの可能性

• 市内施設（給食センターメイン）に受入可能数をアンケートで収集し、配布を
行う。⇒備蓄分は全て配布。廃棄ゼロで利用してもらう。

• 配布施設に利用後アンケートを実施、次年度以降の受入数、運用に関する課題
を収集。次年度、設定した備蓄数で廃棄ゼロでの実運用の可能性を検証する。
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・施設情報
施設名、利用者数（1日あたり）、給食回
数
※利用者数か1日あたりの給食食数か

・備蓄品の受入可否（保管環境などの情報提
供の上）
・備蓄品の1回の受入可能数
・受け取りから賞味期限までの猶予期間の希
望

・案内の時期（配布時期のどのくらい前に連
絡する必要があるか）
・備蓄を受入可能な頻度（年1回、2回。。）
・粉ミルクの場合の受入条件（個数、その
他）

＜今回の利用について＞
・受領日・受領数・利用完了日・食数（使い
切れたか）
・感想、意見
＜次年度以降＞
・備蓄品の受入可否と必要な情報
・備蓄品の1回の受入可能数
・受け取りから賞味期限までの猶予期間の希
望

・案内の時期（配布時期のどのくらい前に連
絡する必要があるか）
・備蓄を受入可能な頻度（年1回、2回。。）
・粉ミルクの場合の受入条件（個数、その
他）

利用前 利用後



④備蓄実証エリアでのリサイクルの可能性

1. 食品リサイクル工場について、液体ミルクのリサイクルの受入
に最低限必要な条件を定義。（例：工場内で開封作業ができる
など）

2. 千葉県内食品リサイクル工場のリスト作成と液体ミルク受入可
能性のある工場のリストアップ
• ①の条件をもとに液体ミルク受入の可能性のある工場を確認

3. ②の結果をもとに受入可能性のある食品リサイクル工場に備
蓄の液体ミルク受入に関して、ヒアリング

• 実際に受け入れる場合の条件や実現の可能性など
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⑤事業報告による行動変容確認

• 富津市担当への行動変容確認
• 対面での報告とヒアリングを実施

• 次年度実運用での課題と対応も含め実運用へフォローする

• HPやSNSでの事業成果の発信
• 本事業の説明をHP内に掲載し、希望者に報告書をダウンロードリ
ンクを送付。SNSでも同様の告知を発信する。

• 自治体担当窓口のメールアドレスを調査し、上記の案内を送付す
る。
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３．事業の実施体制

食品ロス・リボー
ンセンター

株式会社明治

富津市

防災倉庫
市内6箇所

給食センター
市内3箇所 その他福祉施設等日本栄養士会

日本フード・エコ
ロジーセンター

日本食品分析セン
ター

ブライトピック千
葉他、千葉県内事

業者
協力

食品リサイクラー

ヒアリ
ング

発注

検査
依頼

実地検証自治体：富津市

検査
結果

試料送付

液体ミルク納品

リデュース検証の液体ミルク配布
配布数・配送先の確定、配送指示は食品ロス・リボーンセンタ
ーが各施設と直接実施

協力製造メーカー

液体ミルク提供

製品と製品の災害備蓄
に関する情報提供、ア
ドバイス

リサイクルの現実
可能性確認のヒア
リングを実施。

千葉県内及び全国
のリサイクル可能
な施設、費用等を
調査。

・必要備蓄数や検証後のアンケート等の協力
・液体ミルクの備蓄用スペースの提供。
・液体ミルクのリデュース先紹介
・その他実証検証に関するサポート

アンケートの
配布等で協力。

日本栄養士会
は液体ミルク
レシピも提供。

液体ミルクの官能
試験実施

協力団体

液体ミルク備蓄・
センサー設置

液体ミルクの活用液体ミルクの活用

JVOARD(全国災害
ボランテイア支援団
体ネットワーク) 

全国食品リサイク
ル連合会

事業の実施主体
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４．これまでの事業の成果
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実施結果 効果検証の結果

①液体ミルクの自治体
(又は福祉施設)備蓄必
要数量の算定

ヒアリングを実施

・富津市防災安全課：7月1日、
2月7日の2回
・製造メーカー（株式会社明

治）：10月6日
富津市での必要数量を確定し、

実証実験用の液体ミルクを手

配した。

ヒアリング結果

・富津市防災安全課：地域防災計画の紙おむつと同じ算定

式で3日分を備蓄。
・株式会社明治：ホームページに掲載の情報より1人あたり
の備蓄数の参考数字を得た。

検証後

・富津市防災安全課：検証前と算定式の変更なしとの回答

を得た。

②ミルクの保存性につ
いての試験を実施

試験一回目7/29～8/26完了
・倉庫内センサーデータ取得

・官能試験結果取得

一回目・二回目・三回目の試験結果より倉庫内保管で品質に問

題なしという結果と実績として倉庫環境のデータ（温度・湿度・照

度）が取得できた。

夏季と冬季に倉庫保管により品質に問題が発生しないという実

績が得られた。

＜保管環境の判断について補足＞

倉庫内の環境は場所によっては外気温をやや超えることや0度
以下になることもあったが、官能検査では全て合格となった。

メーカーの推奨する保管環境としては、常温（外気温を超えず、

0度以上）であるが、官能検査の結果で合格していることから、
日本栄養士会にも確認の上、倉庫内の保管で問題なしと判断す

ることとした。

試験二回目8/27～10/20完了
・倉庫内センサーデータ取得

・官能試験結果取得

試験三回目10/21～2/6完了
・2/7 倉庫内センサーデータ取
得予定

・官能試験結果取得



４．これまでの事業の成果
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実施結果 効果検証の結果

③備蓄実証エリアでの
リデュースの可能性

リデュース検証用60箱を
10/20,10/21で全て配布完了。
配布先すべてから利用後アンケ

ートを回収。（2/26)

液体ミルクについて、算出した必要数が市内でリデュースできる

ことが確認できた。

配布先の募集と配布について、案内先のリストや募集・配布手

順など、自治体での自主運用の役立つデータが集められた。

利用後アンケートにより、次年度の受入の目処、案内の時期な

ど、配布先側のニーズを確認できた。

④備蓄実証エリアでの
リサイクルの可能性

12/19 日本フードエコロジーセ
ンターより調査結果の報告書を

受領。

液体ミルクのリサイクルを検討する材料となる以下の情報を得ら

れた。

・千葉県内のリサイクル施設の情報

・液体ミルクの性状及び成分に適した再生利用手法、

・再生利用に向けた手順の検討

⑤事業報告による行
動変容確認

2/7富津市防災安全課にヒアリ
ングを実施。

2/20よりHPにて本事業の成果を
報告。SNS等で情報発信を実施。

富津市防災安全課では、液体ミルク備蓄に関する課題（保管

とリデュースについて）についてほぼ解決したと回答いた

だくなど、検証の有用性を認めていただいた。

HP、SNSの発信により広範囲に事業成果を発信できた。



①液体ミルクの自治体(又は福祉施設)備蓄必要数量の算定

• 富津市防災安全課

富津市においては、通常3日分の防災備蓄品の備蓄を行っているため、本事業においても、3日分

の液体ミルクの必要備蓄量を算出した。本事業後のヒアリングでも算定数には変更なしとの回答

を得た。

＜計算式＞

2.12万人(*1)×8食(1食1缶)×3日分×0.017(*2)÷3=1,440本

1箱あたり（缶24本）に換算すると1,440本÷24（缶／箱）＝60箱
(*1) 2.12万人は、富津市人口の2分の1。

(*2) 0.017は、富津市における0歳から3歳児までの人口比率。

• 事業開始時の液体ミルク保管量

リデュース検証と保存正検証でそれぞれ備蓄用の液体ミルクを用意した。

リデュース検証用 60箱

保存性試験（官能検査）用 66箱

• 事業終了時の液体ミルク保管料

2023年2月時点では保存正試験（官能検査）用66箱

• （参考）株式会社明治

ホームページ上では、備蓄の目安は３日分で、 3日分の目安量は「明治ほほえみらくらくミルク（缶）」の場合、3日×5回分

=15缶となっている。※1回1缶、1日5回授乳を想定した場合

株式会社明治「ママと赤ちゃんの防災サイト」赤ちゃんのための備蓄リスト

https://www.meiji.co.jp/baby/milk-stock/necessary/
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②ミルクの保存性についての試験結果（第一回）

• 第一回官能試験結果と保管環境（7/29～8/26）
• 環境面では外気温を超えるデータもあったが官能試験では合格点

• 5人のパネリストが5点満点中4以上（備蓄前の対象品よりわずかに劣るが
商品としての価値は保たれている）と採点

比較データ 1 2 3 4 5 6

倉庫名 木更津市気象データ
総合防災倉

庫
富津倉庫 大佐和倉庫 天羽倉庫 関豊倉庫

地地域交流
支援センタ
ー倉庫

官能試験 4.6（合格） 4.6（合格） 4.6（合格） 4.6（合格） 4.6（合格） 4.8（合格）

計測回数（回）※10分
ごと

4022（回） 4022（回） 4022（回） 4022（回） 4022（回） 4022（回）

平均温度（℃） 27.3℃ 28.4℃ 30.3℃ 29.9℃ 31.6℃ 30.4℃ 30.1℃

最高温度（℃） 34.8℃ 30.6℃ 33.8℃ 32.9℃ 35.5℃ 40.5℃ 39.2℃

最低温度（℃） 20.8℃ 26.2℃ 27.7℃ 27.7℃ 28.9℃ 23.8℃ 23.6℃

平均湿度（％）

木更津市データはなし。
相対湿度45～85%の範
囲を常湿（JIS Z 8703）

79.30% 71.70% 73.90% 66.10% 66.30% 67.80%

最高湿度（％） 88% 79% 80% 74% 80% 79%

最低湿度（％） 63% 64% 66% 59% 49% 56%
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②ミルクの保存性についての試験結果（第一回）

参考として、保管倉庫と外気温を1日の平均気温で比較したグラフ
を下記に示す。
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倉庫内温度と外気温の比較

（1） （2） （3） （4） （5） （6） 木更津市外気温
総合防災倉庫 富津倉庫 大佐和倉庫 天羽倉庫 関豊倉庫 地域交流支援

センター倉庫
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②ミルクの保存性についての試験結果（第二回）

• 第二回官能試験結果と保管環境（8/26～10/20）
• 5人のパネリストが5点満点中4以上（備蓄前の対象品よりわずかに
劣るが商品としての価値は保たれている）と採点

• 外気温よりも高い日もあるが、第一回の気温を超えることはなく、
最低気温も0℃以上であるため問題ないと考えられる。

16

比較データ 1 2 3 4 5 6

倉庫名 木更津市気象データ
総合防災倉

庫
富津倉庫 大佐和倉庫 天羽倉庫 関豊倉庫

地域交流支
援センター
倉庫

官能試験 4.4（合格） 4.2（合格） 4.6（合格） 4.6（合格） 4.2（合格） 4.6（合格）

計測回数（回）※10分
ごと

7896（回） 7896（回） 7896（回） 7896（回） 7896（回） 7896（回）

平均温度（℃） 21.9℃ 24.0℃ 25.4℃ 25.4℃ 25.8℃ 23.6℃ 24.3℃
最高温度（℃） 33.0℃ 29.1℃ 31.3℃ 30.3℃ 31.3℃ 36.7℃ 37.0℃
最低温度（℃） 8.7℃ 17.9℃ 16.8℃ 16.9℃ 18.1℃ 10.0℃ 9.7℃
平均湿度（％）

木更津市データはなし。
相対湿度45～85%の範
囲を常湿（JIS Z 

8703）

78.10% 71.10% 72.60% 69.00% 72.10% 74.40%
最高湿度（％） 92% 84% 85% 79% 88% 89%

最低湿度（％） 59% 61% 63% 60% 51% 52%



②ミルクの保存性についての試験結果（第二回）

参考として、保管倉庫と外気温を1日の平均気温で比較したグラフ
を下記に示す。
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②ミルクの保存性についての試験結果（第三回）

• 第三回官能試験結果と保管環境（10/21～2/6）
• 5人のパネリストが5点満点中4以上（備蓄前の対象品よりわずかに劣るが商品として
の価値は保たれている）と採点

• 最高気温は外気も倉庫内の温度も問題ない範囲。最低気温については外気温よりも低
くはないが0℃以下になる倉庫もあった。

• 雨の日など倉庫内の湿度がかなり高くなっている日があった。

18

比較データ 1 2 3 4 5 6

倉庫名 木更津市気象データ
総合防災倉

庫
富津倉庫 大佐和倉庫 天羽倉庫 関豊倉庫

地域交流支
援センター
倉庫

官能試験 4.2(合格) 4.2(合格) 4.6(合格) 5(合格) 4.8(合格) 4.2(合格)

計測回数（回）※10分
ごと

15771
（回）

15771
（回）

15771
（回）

15771
（回）

15771
（回）

15771
（回）

平均温度（℃） 9.6℃ 11.8℃ 11.6℃ 11.7℃ 11.9℃ 10.7℃ 9.8℃
最高温度（℃） 24.2℃ 19.6℃ 20.6℃ 21.4℃ 21.6℃ 29.8℃ 26.2℃
最低温度（℃） -5.1℃ 5.6℃ 3.5℃ 3.5℃ 4.7℃ -4.9℃ -3.8℃
平均湿度（％）

木更津市データはなし。
相対湿度45～85%の範囲を
常湿（JIS Z 8703）

62.0% 62.0% 63.4% 62.7% 60.5% 63.5%
最高湿度（％） 88.0% 86.0% 86.0% 80% 83% 84%

最低湿度（％） 42.0% 47.0% 52.0%% 54% 39% 44%
11/12,に
88%を計
測

11/130に
86%を計
測

11/130に
86%を計
測

1/26に-5.1℃を記録 1/26に
-4.9℃を記
録

1/26に
-4.9.1℃を記
録



②ミルクの保存性についての試験結果（第三回）

参考として、保管倉庫と外気温を1日の平均気温で比較したグラフ
を下記に示す。
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③備蓄実証エリアでのリデュースの可能性(1)

• 液体ミルクの引取先募集
• 方法 給食センターと子育て支援課にメールでヒアリング、その他施設には

FAXで案内を同報、一部には電話でも引取可否を確認。
その後、希望数と受取方法、連絡先、利用前アンケートをWebフォームにて提
出してもらった。

• 募集案内の送付 FAX37件＋メール4件
• 配布対象 60箱（「明治ほほえみらくらくミルク」1箱24缶入り)
• 募集期間 2022年10月13日～18日
• 募集結果 60箱すべて引取先が決定、9つの施設に配布

• 液体ミルクの配布
• 配布日 2022年10月20日（配送）、21日（引取）にて配布完了
• 配布方法 配送または引取を配布先施設で選択。

• 配布先：9箇所（利用施設は17施設：富津市立保育所7所 民間7施設
天羽共同調理場/ 大貫共同調理場/青堀小学校調理場の3か所）

• 利用前アンケートによるニーズ調査
• 方法 引取先募集のWebフォームにて収集
• アンケート配布数 FAX37件＋メール4件
• 受付期間 2022年10月13日～18日(引取先募集締切と同時に終了）
• 回答数 9件（ヒアリングを代理入力したものも含む）

20仮説の通り備蓄分を市内施設でリデュースすることは可能という結果



③備蓄実証エリアでのリデュースの可能性(2)

• 利用前アンケートの結果（回答9件）

21

次年度同じ数を受け入れできそうでしょうか。

• 受け入れできると思う 5人

• 使ってみないとわからない 3人

• 量はわからないが受け入れはできると思う 1人

配布の案内はどのくらい前にあると受け入れできますか。

• 1ヶ月前 5人

• 2ヶ月前 2人

• 3ヶ月前 1人

• 4ヶ月前 1人

粉ミルクの場合も配布があったら受け入れできそうですか。

• わからない 4人

• できると思う 3人

• むずかしい 2人

年に何回か配布があった場合は受け入れ可能ですか

• その時によるのでわからない 4人

• 年1回まで 2人

• 年3回以上可能 2人

• 年2回まで 1人

配布する液体ミルクは配布から賞味期限までどのくらい猶予が必要ですか。

• 3カ月あればよい 6人

• 3カ月より長いものを希望 3人

備蓄品の配布について、どのような情報が必要でしょうか。また受け入

れ条件として質問以外に何かあれば記載ください。

• 公立保育所7所分を子育て支援課に一括納品していただき、こちら

で各所へ配布します。各保育所ごとに申し込みが必要な場合は、上

記担当へご連絡ください。

• 冷たいミルクはこどもが嫌がります。子供に与えるにはもう少し暑

い時期の方が消費しやすいです。その為使用用途の検討が受ける側

の課題です

• FAXでも構いませんが、メールの方が小まめに確認できるかと思い

ます。

リデュース検証結果より

・引取先の募集については、給食にかかわる施設担当者

の連絡先が必要である。引取先募集の案内は、最初FAX

で送付していたが反応が薄く、電話で担当者につないで

もらって

・利用前アンケートの段階では、次年度の受入に対して

わからないという声もあるが、半数以上は受入可能とい

う回答得られたので、継続できる可能性は高いと予想で

きる。



③備蓄実証エリアでのリデュースの可能性(3)
• 利用後アンケートの結果（回答数12件）

配布した液体ミルクは全て使いきれましたか

• 使い切れた 5人

• 最終的にはすべて使い切る予定 7人

使いきれなかったと回答された方、どのくらい残りましたか。缶数で

お応えください。

• 使いきれなかったとの回答 0人

何人分の食事に利用されましたか。食数で記載ください。（食事とし

て利用ではない場合は配布人数で記載ください）

• 施設の規模により、最小6人から2135人まで幅のある回答

液体ミルクはどのように利用されましたか。使用したメニューなど記

載ください。

• 配布1施設、その他は調理で使用。以下のメニューが挙げられた。

ホットミルク、寒天、プリン、シチュー、コーヒーなどそのまま飲

んでいただいた。昼食ーシチュー、スープ、おやつーミルクココア、

ビーフカレー、グラタン、冬野菜シチュー、スムージーやホットケ

ーキに使用。クリームシチュー カレーライス、かぼちゃのシチュ

ー など

利用完了日（利用完了予定日）

• 2/22年12月中（5件） 2023年1月中（1件）2023年2月中（3件）

2023年8月中（1件）

• 未回答 2件

今回配布した量はいかがでしたか

• もう少し多くても良かった 2人

• 使い切るのにちょうどよい量だった 78人

• 使い切るのに苦労した 2人

次年度同じ数を受け入れできそうでしょうか。

• 受け入れできると思う 5人

• 量はわからないが受け入れはできると思う 7人

年に何回か配布があった場合は受け入れ可能ですか

• その時によるのでわからない 5人

• 年1回まで 2人

• 年2回まで 3人

• 年3回以上可能 2人（共同調理場）

配布の案内はどのくらい前にあると受け入れできますか。

• 4ヶ月前 1人 3ヶ月前 5人 2ヶ月前 4人 1ヶ月前 1人

配布する液体ミルクは配布から賞味期限までどのくらい猶予が必要で

すか。

• 3カ月より長いものを希望 6人

• 3カ月あればよい 5人

• 2カ月あればよい 1人

粉ミルクの場合も配布があったら受け入れできそうですか

• 出来ると思う 4人

• わからない 6人

• 難しい 2人 22



③備蓄実証エリアでのリデュースの可能性(4)
利用後アンケートの結果

質問：提供した液体ミルクについて、受取から調理、廃棄まで実際にご利用し
ての感想・ご意見をお聞かせください。

• 配布する対象世帯がどの程度いるのか、全員にアンケートをとりました。そのアンケートをもと
に、乳幼児のいる世帯、高齢の方のいる世帯に希望をとりました。せっかくお分けいただくもの
を無駄にしないよう、皆さんにアンケートのご協力をいただけたので、ありがたかったです。高
齢の方でも使用可能なことを知らない方が多かったです。

• 液体ミルクは温めに課題があり、冷たいものを好まない子にあげにくい。電子レンジで問題なく
温められるなら非常に使いやすいが、電子レンジは使用不可のためこちらの理解として食事とし
て使いにくくなっている。15秒程度電子レンジが使えるなら積極的に使いたい

• 賞味期限が２０２３年９月までなので実質備蓄用として活用しており使用しきっていない。予想
以上に甘い感はあるが、活用方法はある。

• 給食数の多い施設では、開封及び廃棄が大変である。

• 良い取り組みなので機会があれば今後も実施していきたいと思います。

• そのまま飲むと少しクセがあり、牛乳の代わりに使用すると皆さん抵抗なく召し上がっておりま
した。

• 缶の処理があるため、1回に使用できる量が限られてしまうが、使用するには特に問題はなかった。

• これ以上多いと開けたり、洗ったりする手間があるのでこのくらいの量で丁度良かった。

• 缶なので開けるのが大変でしたが、味等には影響なく使用することができました。

• 料理に簡単に利用でき良かった。
23



③備蓄実証エリアでのリデュースの可能性(5)
利用後アンケートの結果

質問：備蓄品の配布について、どのような情報が必要でしょうか。また受
け入れ条件として質問以外に何かあれば記載ください。

• 今回と同じ形で構いません。FAXでの連絡よりもメールでの連絡を希望したら、今回はメ
ールでご連絡いただけたので、すぐにアンケート返答の対応ができました。ありがとうご
ざいました。"

• 温め方が効率よくできれば使用量は増加できます。こちらとしても湯煎方法等検討してみ
たいと思いますありがとうございました。

• 備蓄品はどのような品なのか、期限はいつまでかの情報があるとありがたいです。

• 受け入れ条件ではありませんが、牛乳の代わりに、液体ミルクにすることでカルシウムの
給与量が減少してまうことが難点です。

• 備蓄場所や管理状況、安全性についての情報確認ができる書類の添付等があると安心して
使用できます。

• 年度初め（又は前年度末あたりに）配布計画等のアナウンスがあれば、献立使用の計画が
立てやすい。
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③備蓄実証エリアでのリデュースの可能性(6)
利用後アンケートの結果まとめ

• 全体としては配布した液体ミルクを使い切れる見込み。次年度も受入可能な見込みのある
結果が得られた。次回入れ替え時に同じ施設に案内することでリデュース可能だと見込ま
れる。

• 賞味期限について3ヶ月以上を希望する声も多く、期間内に全て使い切っていない配布先も
多く、開封の手間がかかるという声もあった。配布の際には、賞味期限までの期間や配布
数など、配布先で使い切れるように考慮する必要がある。

• 共同調理場では年3回以上でも受入可能という回答あり。配布先側で必要なタイミングで倉
庫から搬出する運用ができれば配布数を増やすことができると思われる。

• 今回は、施設で調理して提供するケースが多く、開封の手間が課題となった。そのまま配
布できる施設の引取先が増えると効率よくリデュースできる。

リデュース検証考察

• 配布先の募集については、FAXよりもメールや電話での連絡が効果があった。アンケート
でもメールでの連絡を希望する声もあり、効率よく多くの施設に案内するにはメールアド
レス情報が必要。しかし、施設の代表アドレスでは給食関連の担当者まで情報が届いてい
ない可能性もあり、連絡先情報の取得が課題。

• 今回の検証では、倉庫まで引き取りにきてくれる施設もあった。配送ではなく引き取りの
パターンが増えるとリデュースのコスト削減にもつながる。

• 今回の配布先の募集とマッチング、配布に関する運用は次回入れ替え時に活用できる方法
であり、他の備蓄食品のリデュースにも活用可能、こうした検証を機に災害備蓄食品のリ
デュースに目を向けてもらう機会につなげたい。
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④備蓄実証エリアでのリサイクルの可能性

日本フードエコロジーセンターから「液体ミルクの再生利用に関する検討報告」を

受領。以下の内容について、調査結果を得た。

・液体ミルクの性状及び成分に適した再生利用手法

適した手法は下記の順である。

１）リキッド方式飼料化 ２）湿式メタン化 ３）その他

・再生利用に向けた手順

・手順ごとのコストの想定

・千葉県内および全国の再生利用に関する情報

実際には、リサイクルする液体ミルクの量や排出時期によって、リサイクル施設側

も対応の可否を判断するため、確実にリサイクルできるわけではないが、リサイク

ルの検討をする流れや依頼先の候補ができた。

しかし、運搬・処理するコストの他、パッケージを開封する作業にかかる人手や人

件費もあり、現実的にはリデュースでの活用を優先したほうがよい。
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④備蓄実証エリアでのリサイクルの可能性
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④備蓄実証エリアでのリサイクルの可能性
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⑤事業報告による行動変容確認

2/7富津市にヒアリングを実施。
次年度の液体ミルク備蓄については検討中という回答だが、入れ替
え時の方針についてはリデュースという回答を得た。

ミルクの保存性についての試験について役立ったと評価いただいた。

29

・次回入れ替え時について、液体ミルクの必要備蓄数はど
れくらいとお考えですか。
約1441本（2.12万人×50％×8食×3日×0.017÷3＝

1441.6本）

・液体ミルク備蓄必要数の算定方法に変化はありますか。
変化なし

・次回入れ替え時、液体ミルクを備蓄されますか。液体ミ
ルクの備蓄の予定について回答ください。
消費期限が短いことから、検討中です。

・液体ミルク入れ替え時の方針を選択してください。
〇リデュース(市内施設での活用)
リサイクル
その他（生活保護世帯への提供等）
未定
破棄

・今年度の事業によって液体ミルク備蓄に関する課題
（保管とリデュースについて）は解消されましたか
解決した

〇ほぼ解決した
あまり解決していない
解決していない

・今年度の検証が役に立った点をお聞かせください
備蓄倉庫の最高(最低)温度の把握、液体ミルクの劣

化状況

・液体ミルク及び災害備蓄全般に関する課題・ご意
見・ご感想など記載ください。

消費期限の短い物品は、備蓄保管しにくいことから
長期保管が可能な商品を探している。

備蓄倉庫は必ずしも保管環境が良いとは言えないた
め、耐久性のある製品が望ましいと考えている。

多種多様な方を避難者を対象としなければならない
ため、アレルギー対応の備蓄を整備する必要がある。

液体ミルク備蓄実験後アンケート回答 富津市総務部防災安全課



⑤事業報告による行動変容確認

HPに本事業の概要と報告書の配布について告知。
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2/15日以降に以下を実施。

 本報告書をHPに掲載。（アンケートに回答舌
人のみダウンロード可）

 自治体防災担当者にメールまたはお問合せフ
ォームにて報告書の配布を告知。

• 告知ができる問合せ先を取得できた自治体
（東京都 48市区町村、千葉県47市区町村）
に順次告知を実施。

 Facebookページの広告機能を使用し、本事業
の紹介と報告書の配布についてPRを行う。

• 3種類のターゲットに広告を作成
(1)千葉県在住者 (2)公務員(3)興味関心が公共
サービスなど、食品ロス・リボーンセンター
の事業に関心の有りそうな分野への興味関心
を持つ層

• リーチする人数（閲覧する可能性のある人
数） 合計4830～13959人



⑤事業報告による行動変容確認

情報発信の結果

• 前頁に記載した情報発信を実施した結果、本モデル事業に関す
る情報の拡散状況を下記の通り確認できた。

（効果検証期間：2023年2月15日～3月22日）

・事業報告書のダウンロード数 2件
・SNS広告が表示された人数 64,112回
・SNS広告における団体ウェブサイトへのURLクリック数 399回

• 加えて同期間中に、自治体向けの告知14件を実施した。
（メール、お問合せフォームを使用）
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５．考察
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• 液体ミルクの備蓄は富津市ではリデュース可能。
• 備蓄数 60箱
• 保管場所 6箇所の自治体倉庫に分散して保管。
• 配布施設数 17施設（富津市立保育所7所 民間7施設 天羽共同調理
場/ 大貫共同調理場/青堀小学校調理場の3か所）直接担当者に届く連絡
先情報があれば、配布先が増える可能性あり

• 同程度の自治体に提案できる可能性あり

• 富津市（40639人）を基準とし、4万人以上5万人以下とした場合、関
東1都3県で該当自治体数は以下の通り

• 東京都：該当なし 千葉県：7自治体 神奈川県：5自治体
埼玉県：4自治体

• 人口規模以外の要件
• 保育園、小学校や高齢者施設など行政の要請が届く、給食施設をもつ
施設が多くあるか。

• 関東以外での可能性
• 人口や面積、施設数など富津市に近いところは同じモデルが適用でき
る可能性がある。



６．今後の検討課題

• 自治体担当者の意識変化の確認について
• 本事業の報告レポートを閲覧後の自治体担当者の備蓄とリデュース
に対する意識変化のデータ収集

• 今回データが取得できた自治体は一部であり、その他自治体に情報
発信と意識変化のデータ取得ができるか。（継続した調査ニーズは

あるか）
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７．事業終了後の展開

• 液体ミルクの品質管理可能な保管環境の実証検証の継続
• 事業期間の都合で、実証検証の期間は半年程度で賞味期限までだい
ぶ期間が残っていた。

• 賞味期限まで問題なく保管できることを確認するため、残った液体
ミルクで賞味期限近くまで倉庫内の測定を継続し、最後に官能試験
を行う。

• 富津市によるリデュース運用の実施（本検証の結果を見て検討）
• 自治体側で液体ミルク備蓄のリデュース運用が可能か、富津市に残
る保存性試験継続用の液体ミルクを使用し、賞味期限終了前に、富
津市主導で市内施設へのリデュースを実施する。

• 食品ロス・リボーンセンターHPでの情報発信と相談の受付。
• 本事業で得た備蓄量の算出の根拠、保管環境のデータ、リデュース
の運用、リサイクル施設の情報をHPで発信するとともに、自治体の
液体ミルク備蓄の相談を受付、備蓄推進をサポートする。

• 液体ミルク以外の災害備蓄食品のリデュース推進
• 本検証の成果をHPでPRし、他の災害備蓄食品に対しても食品ロス
削減のためリデュースでの入替えを啓発する。
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